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寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養

い
た
し
ま
す
。 

寂光塔（永代供養合同墓所） 動物供養塔（ペットのお墓） 

動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。 

檀
家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま

す
。 

  

■
第
十
七
教
区
主
催
研
修
旅
行 

山
陰
と
玉
造
・城
崎
温
泉
の
旅 

 

出
雲
大
社
・水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
・鳥
取 

砂
丘
・天
橋
立
他 

 

       

期
日 

十
月
二
十
八
日
～
三
十
日 

 
 
 
 

（
二
泊
三
日
） 

旅
費 
八
万
九
千
円 

人
数 

八
十
名 

〆
切 

第
一
次
五
月
末
日 

   
 

 
 

 

お
寺
か
ら
の
お
願
い 

 

▼
境
内
墓
地
の
美
化
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。 

▼
焼
却
炉
は
市
役
所
、
消
防
署
に
許
可
を

も
ら
っ
て
ぼ
ん
ぼ
り
、
塔
婆
等
を
焼
却

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
他
の
自

然
ゴ
ミ
（
花
、
草
、
落
葉
、
枯
れ
た
樹

木
類
）
は
業
者
に
頼
ん
で
処
分
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
自
然
ゴ
ミ
以
外
は
捨

て
な
い
で
下
さ
い
。 

▼
自
然
ゴ
ミ
の
山
に
は
捨
て
て
は
い
け

な
い
物
は
、
花
を
包
ん
で
あ
る
紙
、
花

を
縛
っ
て
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
紐
、
ア
ル
ミ

ホ
イ
ル
、
ラ
ッ
プ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、

ト
レ
イ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ナ
イ
ロ
ン

等
で
す
。
自
然
ゴ
ミ
と
町
に
出
す
ゴ
ミ

の
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
墓
掃
除
の
雑
巾
、
タ
ワ
シ
、
洗
剤
容
器
、

軍
手
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
等
は
持
ち
帰
っ

て
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
町
の
ゴ
ミ
収

集
車
に
出
し
て
下
さ
い
。 

▼
缶
、
瓶
、
欠
け
た
茶
碗
、
コ
ッ
プ
等
の

不
燃
物
は
持
ち
帰
っ
て
危
険
物
と
し

て
町
指
定
日
に
出
し
て
下
さ
い
。 

▼
各
地
域
の
墓
地
（
境
内
墓
地
以
外
の

方
）
で
塔
婆
等
の
処
理
に
悩
ん
で
い
る

方
は
お
寺
に
お
持
ち
下
さ
い
。
焼
却
供

養
致
し
ま
す
。 

▼
ご
祈
祷
札
も
焼
却
供
養
し
ま
す
の
で

お
持
ち
下
さ
い
。 

■
飛
騨
三
十
三
観
音
巡
拝
の
旅 

期
日 

 
五
月
十
四
日
～
十
六
日 

 
 

（
二
泊
三
日
） 

旅
費 
五
万
三
千
円 

人
数 

二
十
名 

 
 

〆
切 

三
月
末
日 

 

＊
詳
細
案
内
は
お
寺
に
あ
り
ま
す
。 

 

飛
騨
三
十
三
観
音
霊
場
は
、
四
季

折
々
の
美
景
と
飛
騨
の
伝
統
文
化
に
触

れ
る
一
巡
約
二
百
五
十
キ
ロ
の
霊
場
で

す
。
飛
騨
に
は
円
空
仏
で
有
名
な
円
空

上
人
の
晩
年
の
作
、
七
百
五
十
体
程
が

祭
ら
れ
て
お
り
、
霊
場
至
る
所
で
参
拝

者
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
二
泊

三
日
で
三
十
三
霊
場
満
願
と
な
り
ま

す
。
心
の
安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
巡
拝
の

旅
で
す
。
ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

      

宿
泊
は
新
平
湯
温
泉
と
高
山
市
内
で

す
。
飛
騨
三
十
三
観
音
に
出
会
う
旅
へ
。 

 

飛
騨
三
十
三
観
音
霊
場
会 

 
 

h
t
t
p
:
/
/h
i
d
a
k
a
n
no
n
.
j
p
/  

円空仏 

 

出雲大社 

●
曹
洞
宗
公
式
ア
プ
リ
「
曹
洞
宗
経
典
」 

     

曹
洞
宗
の
お
経
で
あ
る
「
修
証
義
」、日
常
よ
く

読
む
「
般
若
心
経
」
観
音
経
」
な
ど
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
お
経
は
お
釈
迦
さ
ま
よ
り
脈
々
と
続

く
、
教
え
や
考
え
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
日
々

の
生
活
の
中
に
、お
経
を
読
む
時
間
を
つ
く
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

＊詳細はお寺まで 


